
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人になりたての頃、語彙力や知識量

を増やすために、少し背伸びをして「社会

人の語彙力がつく」みたいな本を買いまし

たが、ほとんど手がつかず、開始30ページ

くらいのところで、今も栞が挟まったまま

です。 

読書は「ハードルが高く、高尚な趣味」

と思う方も多いかと思いますが、あまり見

返りを求めずに、興味のある本を読んで純

粋に楽しむのが、一番だと思います。 

さて、オススメしたい本はたくさんあり

ますが、基本的にミステリー小説が多く、

血生臭い紹介になりそうなので、極力ミス

テリー小説を除いたものを紹介します。 

読書は高尚な趣味ではありません。 

経営企画室 主事 佐藤 航平 

中学時代の読書時間、当時は読

んでいるフリをして終わって

いましたが、友だちから借りた

この小説をきっかけにしっか

り読書時間に読書をするよう

になりました。 

現世から隠れて存在する異世

界・穏(おん)で暮らす少年が、世

界を渡る旅に出るファンタジ

ー小説です。 

恒川光太郎氏は、独特で幻想的

な世界観を描く天才だと思い

ます。 

主人公ラゴスの一生を描いた

SF 小説です。「小説はもう一つ

の人生を経験することができ

る」と言いますが、まさにそれを

体現しているものの一つです。 
 

「人間はただその一生のうち、

自分に最も適していて最もや

りたいと思うことに可能な限

りの時間を充てさえすればそ

れでいい筈だ。」 
 

ラゴスの言葉です。私もそう思い

ます。 

「ミステリー小説 おすすめ」で

検索すると、絶対出てくるの

で、紹介は不要かもしれません

が、クローズドサークルの傑作

です。 

『雷の季節の 

終わりに』 

恒川光太郎 

角川ホラー文庫 

KADOKAWA 

913.6||Ts77 

『旅のラゴス』 

筒井康隆 

新潮文庫 

新潮社 

913.6||Ts93 

『十角館の殺人』 

新装改訂版 

綾辻行人 

講談社文庫 

講談社 

913.6||A98 
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